[Materials] Legislation, Penalty, and Judgement in the Xi Xia Dynasty by 佐立 治人 & Sadate Haruhito
[資料] 西夏朝の立法・刑罰・裁判
著者 佐立 治人
雑誌名 關西大學法學論集
巻 65
号 1
ページ 201-208
発行年 2015-05-12
その他のタイトル [Materials] Legislation, Penalty, and
Judgement in the Xi Xia Dynasty
URL http://hdl.handle.net/10112/9379
〔資料〕
西夏朝の立法・刑罰・裁判
佐立治人
はじめに
本稿を公表する事情については，本誌第64巻第 1号に掲載していただいた「宋朝の立
法・刑罰・裁判」の「はじめに」に記してある。末尾に掲げた参考文献は，本稿の執筆
に利用したものだけに限った。
初代皇帝と「法律書」
チベット族の一種の党項（タングート）族は，唐末以来，黄河の胄曲部一帯に居住し，
遊牧・農耕生活を営んでいた。
宋の景祐元年 (1034),族長の李元美（り・げんこう， 1003-1048)は，「開運」と建
元し，宋の宝元元年 (1038),皇帝の位につき（廟号は景宗），国号を「大夏」とした。
「西夏」は宋からの呼称である。
元晏は，執務机の上に「法律書」を置いていたという（「続資治通鑑長編』巻百十一）
が，この「法律書」の中身はわからない。
西夏文字の誕生
宋の沈括（しん・かつ， 1031~ 1095)が著した「夢淡筆談』の巻二十五に拠れば，李
元晏の部下に遇乞（ぐうこっ）という人がいた。ひとりで楼上に何年間もこもった末，
新しい文字を発明し，元臭に献上した。元臭は，記念に改元し（大慶元年， 1036年），
今後はこの新しい文字を用いるよう命令を下した，という。この文字が所謂「西夏文
字」である。
ただし，遇乞が野利遇乞（やり・ぐうこっ， ? ~ 1046?)のことであれば，野利遇乞
は李元晏の将軍であったから，何年間も楼上にこもる暇はなかったであろう。『宋史』
夏国伝に，「元美は自ら蕃字を作り，野利仁栄（やり・じんえい， ? ~ 1042?) に命じ
- 201 - (201) 
関法第65巻第 1号
て，字数をふやさせた。」とあり，「蕃字を制する師，野利仁栄」ともあるから，楼上に
こもって西夏文字を発明した，ないしはその字数をふやしたのは遇乞ではなく，野利仁
栄であったであろう（中島敏説）。
天盛律令の発見
ロシア地理学協会が派遣した，ピョートル・クズミッチ・コズロフ大佐 (1863-
1935)率いる探検隊は， 1909年，西夏の黒水城（モンゴル名「ハラホト（黒城）」。現在
の内蒙古自治区額済納旗の南東）の廃墟を発掘調査した。城壁の外に1220年に建てられ
たスプルガン（仏塔）の書庫から，西夏文字で記された大量の刊本・写本を発見し，ロ
シアに持ち帰った。そのコレクションの中に，『天盛旧改新定律令』という名の法典
（以下，『天盛律令』と略称）が含まれていた。
『天盛律令』の翻訳は， 1980年代になって，ロシア語訳が刊行された。その後，中国
語訳も出た。ロシア語訳と中国語訳とに基づいた日本語訳（部分訳）もある。
天盛律令の編纂
天盛律令は，第五代仁宗（在位 1139-1193)の天盛年間 (1149-1169) に頒行され
た，ひとまとまりの法典である。西夏文字で記されている。遼の法典が，契丹文字で書
かれていたのか漢字で書かれていたのか，今のところわからないので，この天盛律令こ
そが，中国の律令法の影響を受けながらも，漢字以外の文字で書かれ，印刷頒行された，
確認できる最初の法典ということになる。
天盛律令の冒頭に掲げられている，編纂者が皇帝にたてまつった「頒律表」に，「旧
新律令を比較して，不明不都合の箇所があれば，衆民（の情）に順って，より良い意見
を採用しました。」とあることから，西夏には，天盛律令以前に，「律令」法典が既に存
在していたことが知られる。
天盛律令の成立年代
『宋史』夏国伝に，「（宋紹興）十七年，天盛と改元す。十八年，律を増修して成る。
名を「鼎新」と賜う。」と記されている。紹興「十七年」は十九年 (1149)の誤りであ
るが（中華書局点校本「宋史』校勘記），この「律」が天盛律令を指すとすれば，天盛
律令は天盛二年 (1150) に成ったことになる。ただし，この「律」を音楽書と解する説
もある。「鼎新」は，『周易』雑卦の「革は故を去るなり。鼎は新を取るなり。」という
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文を典拠とする語である。
天盛律令の内容
天盛律令は全二十巻， ー百五十門に分けられ， 一千四百六十一条から成る。
天盛律令の条文は，刑罰規定と制度規定とが混在している。刑罰規定は，個別規定ば
かりで，通則規定がほとんどない。
第一巻に「十悪」の項目が掲げられ，第二巻に八議門が置かれている。同巻の親節門
には， 三年・ 一年・九ヶ月・五ヶ月・ 三ヶ月の五等の喪服制が定められている。同巻に
はまた，官当規定や老幼重病者に対する減罪規定が見られる。第八巻の為婚門には，唐
律令の「七出」「三不去」に当たる規定がある。第十巻の司序行文門では，各官庁が，
上等司・次等司・中等司・下等司・末等司の五等司に分類されている。
また，この法典を通覧すると，共犯は造意と従犯とに分けられており，従犯の刑罰は，
造意の刑罰からー等を減じるのが原則であったことが知られる。
天盛律令の刑罰体系（五刑）の表
死刑 絞殺剣斬
徒刑 無期徒刑 （労役十三年）プラスニ十杖
徒十二年プラスニ十杖
徒八年プラスニ十杖 ］ 徒十年プラスニ十杖 長期徒刑
徒六年プラス十七杖
徒五年プラス十七杖
徒四年プラス十五杖
徒三年プラス十五杖 短期徒刑
徒二年プラス十三杖
徒一年プラス十三杖
徒六月プラス十三杖
徒三月プラス十三杖
杖刑 十三杖
十杖
八杖
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七杖
（史金波等訳注『天盛律令』巻二十より）
『貞観玉鏡統』と貞観期の「律令」
コズロフ大佐が黒水城外の仏塔で発見した刊本の中に，「貞観玉鏡統』という名の軍
事法典が含まれていた。『貞観玉鏡統』は，西夏文字で記され，将軍や兵士の功過に対
する賞罰を定めている。第四代崇宗の貞観三年 (1103) に成った（小野裕子説）。第二
篇功篇全七十七条のうち第 1条から第15条まで，第三篇罪篇全三十二条，第四篇進勝篇
全十六条が残存している。
その『貞観玉鏡統』の罪篇第26条に，「もし隠す時は，律令に在る求助法に依り決断
する。」（陳柄応訳に拠る）とあるから，貞観三年以前に西夏には既に「律令」法典が存
在していたことが知られる。この「律令」が，天盛律令の「頒律表」が言う「旧律令」
であろう。
西夏語辞書に記された裁判官の心得
コズロフ探検隊は，天盛律令が発見された発掘を行った前年の1908年に，ハラホトの
試掘を行った。その時の収集品の中に，『番漢合時掌中珠』という書物が含まれていた。
この書物は，西夏語と漢語との対訳単語集であり，著者の骨勒茂オ（こつろ<. もさい，
生没年不詳）が，西夏仁宗の乾祁二十一年庚戌 (1190) に書いた序文が附いている。
この単語集の中に，西夏の裁判官の心得を示す文言が並んでいる箇所がある。ごく当
たり前の内容ではあるが，漢語の文言を次に掲げておく。
「不許留連（裁判を行うに当たっては， ぐずぐず時間をかけすぎてはいけません。）」
「莫要住滞（手続の進行を滞らせてはいけません。）」
「休倣人情（私情に流されてはいけません。）」
「莫違条法（法律に違反してはいけません。）」
「案検判憑（事実をよく調べてから判決を下します。）」
「依法行遣（法律に従って刑罰を執行します。）」
西夏語辞書に描かれた裁判の過程
前段に引用した「番漢合時掌中珠』の文言の後に．並んでいる文言を続けて読むと，
西夏の裁判の過程を描く文章となる部分がある。珍しい内容ではないが，漢語の文言を
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次に掲げておく 。訳文は，西田龍雄訳を参考にした。
「人有高下（人間には上下があります。）」
「君子有礼（君子は礼の規範に従って行動しますが，）」
「小人失道（卑しい人間は道を踏みはずします。）」
「失其道故（道を踏みはずしますので，）」
「朝夕趨利（朝夕，利を求めて走り，）」
「与人闘争（他人と争い，）」
「不敬尊長（目上の人を敬わず，）」
「悪言傷人（悪口を言って人を傷つけ，）」
「侍強凌弱（弱い者いじめをし，）」
「傷害他人（他人の身体を傷つけます。）」
「諸司告状（その結果，官司に訴えが起こされ，）」
「大人噴怒（長官が訴状の内容を見て怒ります。）」
「指揮局分（長官は，関係部局を指揮します。）」
「接状只関（官司が訴状を受け取れば，）」
「都案判憑（都案（官職名）が判決を下し，）」
「司吏行遣（司吏（官職名）が刑罰を執行します。）」
「医人看験（医者が被害者を看験しますと，）」
「樅迩見有（犯罪が行われた形跡が確かにあります。）」
「知証分白（証拠は明白です。）」
「追干連人（ところが，関係者を呼び出して証言させても，）」
「不説実話（被告人は本当のことを話そうとせず，）」
「事務参差（裁判が混乱します。）」
「枷在獄裏（そこで，被告人に枷を著けて，牢獄に入れます。）」
「出与頭子（長官は命令書を出して，）」
「令追知証（証人を連れてこさせます。）」
「立便到来（立ちどころに証人が到着しますと，）」
「子細取問（証人を詳しく尋問します。）」
「与告者同（すると，証人の言うことは，告訴人の言うことと同じです。）」
「不肯招承（ところがこの期に及んでも，被告人はどうしても罪を認めようとしませ
ん。）」
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「凌持打拷（こうなっては拷問を行うしかありません。）」
「大人指揮（長官が拷問の指揮を執ります。）」
「愚蒙小人（拷問を行う前に長官は被告人に呼びかけます。馬鹿者めが。）」
「聴我之言（私の言葉を聴け。）」
「孝経中説（『孝経』の中に書いてあるだろうが。）」
「父母髪身（「身体髪膚，これを父母より受く。」）」
「不敢毀傷也（「敢えて毀傷せざるは孝の始めなり。」とな。）」
「如此打拷（拷問を受けてしまったんでは，）」
「心不思惟（心に思わないか。）」
「可謂孝乎（親孝行とは言えんだろう，とな。）」
「彼人分折（被告人ば悟ります。そして言います。）」
「我乃愚人（私は馬鹿でした。）」
「不暁世事（世の中のことがわかっていませんでした。）」
「心下思惟（心の中で考えましたが，）」
「我聞此言（あなたのおっしゃる通りです。）」
「罪在我身（罪は私にあります。）」
番漢合時掌中珠（『俄蔵黒水城文献⑩』より）
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「謀智清人（これからは賢明な人間になります。）」
「此後不為（もう悪い事はしません。）」
「伏罪入状（被告人は罪を認め，自白状にサインします。）」
「立便断止（これにて一件落着。）」
《逸話》 党項人の復讐
西夏を建国した党項族の人々は復薯を重んじた。唐代の党項族について，「とりわけ
復得を重んじる。かたきを手中に収めるまでは，必ず蓬頭垢面，銑足説食で過ごす。か
たきを斬ってはじめて，平常にもどる。」（『通典』巻一九0) と記されているが，この
性質は西夏建国後も変わらなかった。「遼史』巻ー一五，西夏伝に次のような記事が見
られる。
「（西夏人は）報仇を好む。喪に服している時はかたきを伐たない。復嘗を行おうと
する人は，背中に甲葉（鎧のさね）を負うので，識別することができる。（中略）力が
弱く，復讐することができない者は，壮健な女性を集め，牛羊酒食を提供し，かたきの
家に趣いて火をはなち，その住宅を焼かせる。俗に，「女兵を相手にするのは不吉なこ
とである。」と言われているので，かたきはその場を逃げ去り，官に訴える。官は，弁
舌に優れ，気性が剛直な人を選んで「和断官」とし，復讐をする人とされる人との曲直
を判断させる。人を殺した者は「命価銭」百二十貰を納める。」
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